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日 程：平成２７年８月４日（火）, ５日（水）

場 所：岡山理科大学、岡山大学
参加者：本校生徒１２名、教員１０名、タイ研修団１９名（生徒１２名引率７名）

平成27年度岡山理科大学附属高校 SSHニュース

実習内容

 短時間での作業でなかなか作
業が十分にできなかった。英語
でのプレゼン発表が難しかった

 左表の１，３の本校生徒の変化
量が思わしくない。

写真１ 「電子ホタル」

写真２ 「放射線」

写真３ 「情報処理」

写真４ 「水生生物」

事前 事後 変化量 事前 事後 変化量
1 国際交流の重要性 4.5 4.7 0.3 4.8 4.7 -0.1
2 外国語学習への意欲 4.1 4.8 0.7 4.7 4.7 0.0
3 科学の学習への意欲 4.0 4.6 0.6 4.5 4.4 -0.1
4 自分に対する自信 4.0 4.4 0.4 3.5 3.7 0.3
5 活動による充実感 4.4 4.6 0.3 4.1 4.5 0.4
6 科学や研究者への視野の広がり 3.9 4.5 0.5 4.2 4.5 0.3

4.1 4.6 0.5 4.3 4.4 0.1

タイの高校生 本校生徒

全体

アンケート質問

写真５ 「ホテイアオイ｣

上表のように5班に分かれて各テーマに沿って研究を行う。
1日目、2日目正午まで各班
ごとに実験、観察、データを
まとめる。
2日目の午後2時間で英語で
のプレゼン発表に向けて準備
する。
2日目15時30分より英語での
プレゼン発表会を実施する。

日 程：平成２７年８月

場 所：岡山理科大学、岡山大学
参加者：本校生徒１２名、

目 的：共同研究を通して、意欲や態度、及び国際的な視野や感覚を養う。また、科学の
学びは、世界共通であることを体験し、国際性を深める。


